
A
　
宿
毛
市
の
高
齢
化
率
は
４０
％

を
超
え
て
い
る
。
交
通
空
白
地
域
・

不
便
地
域
で
、
は
な
ち
ゃ
ん
バ
ス

の
利
用
を
必
要
と
す
る
市
民
が
年
々

増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
路

線
か
ら
外
れ
て
い
る
地
域
の
調
査

は
行
っ
て
い
る
の
か
。

B
　
空
白
地
域
す
べ
て
の
調
査
に

は
入
っ
て
い
な
い
が
、
要
望
が
あ

っ
た
地
区
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
す
る
な
ど
状
態
把
握
に
努

め
て
い
る
。

A
　
私
が
調
査
し
た
結
果
、
大
島

地
区
、
山
北
地
区
、
高
石
地
区
が

要
望
の
多
か
っ
た
地
区
で
あ
る
が
、

今
後
、
路
線
を
増
や
す
こ
と
は
考

え
て
い
る
の
か
。

B
　
本
格
運
行
開
始
か
ら
６
年
が

経
過
し
て
い
る
が
、
そ
の
間
、
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て

き
た
。
停
留
所
の
変
更
な
ど
効
果

的
な
運
行
を
め
ざ
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
を
継
続
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
現
状

の
維
持
は
元
よ
り
、
状
況
に
応
じ

た
更
な
る
対
策
を
協
議
し
て
お
り
、

協
議
を
重
ね
る
中
で
現
行
の
運
行

体
制
で
は
既
に
ダ
イ
ヤ
上
、
余
裕

が
無
く
、
こ
れ
以
上
経
路
を
延
伸

す
る
こ
と
は
、
移
動
時
間
の
増
加

に
よ
る
運
転
手
の
拘
束
時
間
の
延

長
や
、
ま
た
、
利
用
者
の
快
適
性

の
低
下
な
ど
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
化
の
現

状
や
そ
の
進
展
を
踏
ま
え
る
と
、

増
大
・
増
便
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
体
制
の
見
直

し
を
中
心
に
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
や
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ

ィ
、
機
能
性
や
拡
張
性
で
進
化
を

続
け
て
い
る
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き

自
転
車
や
シ
ニ
ア
カ
ー
な
ど
の
活

用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
移
動
手
段

と
の
組
み
合
わ
せ
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

を
核
と
し
た
地
域
公
共
交
通
体
制

の
全
体
の
見
直
し
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
調
整

を
取
り
、
増
便
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

A
　
防
災
無
線
に
よ
り
、
す
ぐ
に

避
難
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
全
て

の
情
報
が
全
て
の
人
に
伝
わ
っ
て

い
く
体
制
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
放
送
が
届
か
な
い
地
域
の
現

在
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
本
市
は
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

を
運
用
し
て
お
り
、
文
字
の
情
報

で
確
認
で
き
る
防
災
ア
プ
リ
は
最

も
有
効
な
手
段
と
考
え
て
い
る
の

で
防
災
ア
プ
リ
の
登
録
者
を
増
や

し
て
い
く
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
行
政
視
察
報
告
▼

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
が
先
進

地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

日
　
時
　
８
月
２８
日（
月
）

　
　
　
　
午
前
１０
時
よ
り

視
察
地
　
南
宇
和
郡
愛
南
町

視
察
テ
ー
マ

「
愛
南
町
次
世
代
型
水
産
業
振

興
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」

に
つ
い
て

　
愛
南
町
の
水
産
業
の
年
間
生
産

額
は
、
約
１
８
０
億
円
と
町
の
基

幹
産
業
と
な
っ
て
お
り
、
魚
類
貝

類
の
養
殖
業
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
燃
油
や
飼
料

代
の
高
騰
に
加
え
、
魚
価
の
値
下

が
り
や
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
、
長
年
の
養
殖
に
よ
る
漁

場
環
境
の
悪
化
等
で
赤
潮
被
害
の

増
加
な
ど
様
々
の
要
因
が
あ
り
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。

　
そ
の
た
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
て
情
報
の
伝
達
を
よ
り

迅
速
に
し
、
行
政
や
養
殖
業
者
、

漁
協
な
ど
が
情
報
の
共
有
化
を
図

り
、
双
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
業

務
の
改
善
や
効
率
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
平
成
２２
年
度
に
構

築
、
翌
年
よ
り
運
用
を
開
始
し
て

い
る
。

　
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

は
、
毎
朝
測
定
し
て
い
る
水
温
情

報
等
を
「
愛
南
町
水
域
情
報
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」
で
管
理
し
、
水
温

や
溶
存
酸
素
、
赤
潮
の
発
生
状
況

な
ど
を
掲
載
し
、
サ
イ
ト
内
の
水

域
情
報
で
、
各
測
定
地
区
を
選
択

で
き
数
値
を
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
「
水
域
情
報
可
視
化

シ
ス
テ
ム
」、
魚
病
診
断
に
電
子

カ
ル
テ
を
導
入
し
、
魚
病
診
断
の

情
報
を
よ
り
有
効
活
用
で
き
る
よ

う
に
し
た
「
魚
健
康
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
」、
水
産
業
の
後
継
者
な
ど

の
人
材
育
成
や
愛
南
町
の
水
産
業

を
町
内
外
へ
の
ア
ピ
ー
ル
、
さ
ら

に
愛
南
町
で
実
施
し
て
い
る
ぎ
ょ

し
ょ
く
教
育
の
質
的
な
向
上
を
図

る
た
め
の
「
水
産
業
普
及
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
の
３
つ
の
構

成
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
シ
ス
テ
ム
運
用
に
つ
い
て
は
、

愛
南
町
・
愛
媛
大
学
・
漁
協
、
漁

業
者
等
が
連
携
し
て
行
っ
て
お
り
、

シ
ス
テ
ム
の
管
理
や
運
用
は
町
、

各
漁
場
の
水
質
情
報
等
を
提
供
は

漁
協
・
漁
業
者
、
漁
場
調
査
や
遺

伝
子
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
デ
ー
タ
提

供
を
愛
媛
大
学
が
行
う
な
ど
、
産

官
学
の
連
携
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ

な
シ
ス
テ
ム
導
入
・
運
営
を
行
っ

て
い
る
。

　
過
去
に
は
、
宇
和
海
で
の
赤
潮

被
害
が
多
い
時
で
は
１０
億
円
に
達

す
る
年
も
あ
っ
た
。
魚
類
養
殖
業

者
は
全
て
の
事
業
者
が
本
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
て
お
り
、
迅
速
な
赤

潮
情
報
を
、
従
業
員
を
含
め
た
漁

業
者
へ
の
状
況
提
供
・
共
有
に
よ

り
、
飼
料
の
適
正
量
や
出
荷
を
控

え
る
な
ど
を
早
期
に
対
処
す
る
こ

と
を
可
能
と
し
、
赤
潮
被
害
の
軽

減
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
度
に
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
ブ
イ
も
導
入
し
、
各
種
デ
ー

タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今

後
、
同
様
の
事
例
が
発
生
し
た
場

合
の
解
明
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
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に
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て


